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明るく・楽しく・元気よく

石川県立小松商業高等学校校長 前川　惣春

１．はじめに

　本校は昭和 63年度より，「一人ひとりの生徒の個
性・能力を十分に伸ばす教育」を目指して学科の改
編を行い，商業科に情報処理科を新設して，すべて
の生徒に基礎・基本をしっかりと身につけさせ，よ
り専門性の深化に向け指導してきた。
　現在は，さらに教育課程の改訂を行い，より一層
の学力向上を図り，自ら学ぶ意欲と社会の変化に主
体的に対応できる能力の育成に努めている。
　特に，平成 15年度から三年間，文部科学省より
「学力向上フロンティアハイスクール」事業の研究
指定を受け，将来の生き方と適切な進路選択の決定
のためのガイダンス機能の充実や，落ち着きのある
教育環境の整備を図るなど，各種の取り組みを実施
している。その中で，社会情勢の変化や地域社会の
要請を踏まえ，商業教育のあるべき姿は何かを考え，
学習内容の充実を図るとともに，「学力向上フロン
ティアハイスクール」の取り組みの一つである地域
活性化プロジェクト「小商フェスティバル」等の活
動を通して，失敗をも糧として主体的に将来を切り
開き，社会に貢献できる人材の育成を目指している
ところである。

２．本校の現状

①学力向上フロンティアハイスクール
　学力向上においては，「学力向上フロンティアハ
イスクール」の指定を受け，数学・英語・簿記・情
報処理の科目において習熟度別指導を導入してきた。
基礎基本の習得と，より高度な資格取得を目指して，
「わかる授業」の研究やコミュニケーション能力，
問題解決能力の育成を目的に地域に密着した活動を
推進している。また，落ち着きのある教育環境整備
の一環として導入した「朝の十分間読書」によって，
図書の貸出数が昨年の十倍になるなど，読書に対す
る意識も高まり，生活の落ち着きと各教科の基礎づ
くりとなっている。

②資格取得
　資格取得においては，二年生の段階で，全国商業
高等学校協会主催の各種検定試験１級に取り組み，
平成 16年度卒業生については 77名が三種目以上の
１級を取得し，その中で１名が，平成 11年度以来
となる全八種目合格を達成した。
　また，上級職業資格の取得としては，経済産業省
の基本情報技術者試験及び初級システムアドミニス
トレータ試験において 21名が合格し，日本商工会
議所主催の簿記検定１級にも１名の生徒が合格を果
たしている。

高度な資格試験の取得状況

日本商工会議所主催簿記検定１級

年度（卒業年次） 合格者数

平成３年度 １名

平成５年度 １名

平成６年度 １名

平成７年度 ６名

平成 11年度 １名

平成 16年度 １名

経済産業省情報処理技術者試験

年度（卒業年次） 基本情報 初級シスアド

平成 12年度 10名 ６名

平成 13年度 ４名 ３名

平成 14年度 ６名 ６名

平成 15年度 11名 17名

平成 16年度 ４名 11名

平成 17年度
（現 3年生）

８名 13名

平成 18年度
（現 2年生）

３名 ─
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③部活動の活性化
　部活動においては，三年間全員加入制を採り，学
校の活性化及び人づくりに大きな役割を果たしてい
る。近年では，カヌー部の個人全国優勝をはじめ，
陸上部，弓道部の個人インターハイ出場，ソフトテ
ニス部の県大会優勝，バスケットボール部，ハンド
ボール部の県大会準優勝，野球部の秋季北信越大会
出場等の成績をあげ，特に運動部は，県高校総体女
子総合で準優勝に輝いている。また，文化部におい
ても，情報処理部（プログラム競技），コンピュー
タ会計部（簿記コンクール），ワープロ部（ワープ
ロ競技），珠算部（珠算競技）が全国大会へ出場す
るなど，生徒は課外活動においても自らの目標を持
って，心身を鍛え，日々努力している。

④社会性の育成
　挨拶マナーにおいては，その意義を充分理解でき
るような指導に努め，毎朝の登校指導による生徒へ
の声掛けや「遅刻者ゼロ 100日運動」の取り組みな
どを通じて，基本的な生活習慣や社会性を身につけ
させている。

⑤進路指導
　進路指導については，昨年度卒業生 154名のうち，
78名が就職希望，76名が進学希望であった。就職
においては，企業からの評価も高く，12月末で就
職希望者の全員が内定し，進学でも，四年制大学希
望者が 19名と増加したが，指定校入試による大学
の増加等もあり，２月末で全員決定した。また，今
年度は，「キャリアガイダンス」を二年生にも導入
し，より一層進路に対する意識を高める指導に力を
入れている。

⑥地域連携
　地域との連携では，10月に「小商フェスティバ

ル」を地元商店街と共同開催し，地元の活性化を図
るとともに，生徒の自主性やコミュニケーション能
力の育成に向け成果を上げている。
　学びの場を「学校」から「商店街」とし，学校で
は学ぶことができない色々な体験が可能である。失
敗することも成功することも経験であり，今後とも
この活動を通じて様々な能力の育成に努めたいと考
えている。

３． 学力向上フロンティアハイスクール事業
（平成15年度～17年度）

（1）取組内容

①上級資格取得
②「朝の十分間読書」
③「遅刻者ゼロ 100日運動」
④地域連携プロジェクト
　「小商フェスティバル」
⑤オープンスクール 24
⑥シラバスの作成
⑦キャリアガイダンス

（2）研究内容
①上級資格取得（スペシャリストの育成）
　将来の ITスペシャリスト（システムエンジニ
ア）の登竜門である経済産業省主催の情報処理技術
者試験（国家試験）の取得にあたり，従来は一年か
ら二年間をかけて指導してきたが，内容を精選し，
半年間という短期間で取得させる試みを行った。
　また，税理士の登竜門である日商簿記検定１級に
ついても，従来の部活動と専門学校との連携を取り，
試験対策講座を行い対応した。
　上級資格取得に向けては，教員の研修会も兼ねて
おり，試験に臨む生徒とともに教員も指導力の向上
を図るため積極的に参加し，将来のスペシャリスト
育成に向けて習熟度別指導を行い，高度な資格取得
に挑戦した。
　その結果，情報分野では，情報処理技術者試験に，
また，会計分野では日本商工会議所主催簿記検定１
級に合格する生徒を輩出できた。
　平成 15年度卒業生では，全国商業高等学校協会
が主催する検定試験において，三種目以上（三冠以
上）１級取得者数は 85名となり，本校では過去最
高数に達した。本校のように，一学年が４クラス規
模の学校としては，過半数の生徒が三種目以上の１

全商検定三種目以上取得者数

年度（卒業年次） 取得者数 全国順位

平成 12年度 69名 １位

平成 13年度 65名 ３位

平成 14年度 48名 15位

平成 15年度 85名 ４位

平成 16年度 77名 －
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級を取得したことは特筆すべき成果である。

②「朝の十分間読書」（心の教育）
　メディアと娯楽の多様化を主な要因とする若者の
活字離れが進んでいることから，生徒に本を手にす
る機会を設け，本との出会いを提供する時間を与え
た。この取り組みは，年間を通じて実施した。また，
司書を中心とした読書指導の充実に加え，「朝読ヒ
ットチャート」と銘打って，人気図書ランキング
（ベストテン）を掲示し，読書意欲の喚起を行った。

図書館利用状況

15年度 16年度
総貸出数延べ数（冊） 786 5,665
総入館者数延べ数（人） 2,104 20,702
開館日数（日） 204 190
一日平均貸出数（冊） 3.8 30
一日平均入館者数（人） 10 109

　朝の十分間読書の継続により，読書に親しむ生徒
が増えるとともに，図書館を利用する生徒も大幅に
増加した。この取り組みを通して，「自習時間や朝
の始まりに落ち着きがみられるようになった」「家
庭でも本の話をするようになった」など具体的な効
果が指摘されている。今後も心の教育，学力・集中
力の向上等，朝読書に期待するとともに，今年度よ
り全校一斉放送による朗読の日も設定した。

③「遅刻者ゼロ100日運動」（生活習慣の確立）
　年間通じての目標「遅刻者ゼロ 100日運動」を行
っている。また，「遅刻者ゼロ 100日運動」と題し
た大型掲示板を設置し，遅刻ゼロの日が現在何日で
あるか，一目でわかるようにするなどして，全校生
徒に呼びかけている。
　平成 16年度（年間出校日数 192日）は，88日ま
で達成することができた。この取り組みを通じて，
「時間を守ることの大切さを理解することができた」
「規則正しい生活習慣により，日頃の学習に集中で
きるようになった」など，一見数値では表現されに
くいが，広い意味で学力向上につながる効果があっ
たと考えている。

④地域連携プロジェクト「小商フェスティバル」
（起業家精神・問題解決能力の育成）

　地域活性化の一環として，本校初の校外型イベン

トを開催した。地元商店街の商店主と提携して，生
徒が新たな企画を提案し，販売活動を行った。その
他，吹奏楽部の演奏や保育園児・小学生との合奏，
生徒が一般市民にパソコンの指導を行う「高校生に
よるパソコン教室」などを実施し，地域に活気をも
たらした。
　また，小松商業高校オリジナル商品「義経と弁慶
なめてみまっし」（おみくじ“勧進帳”入りのキャ
ンディー：おみくじの内容は地元の小松弁で考案）
を開発，販売した。生徒達が知恵をしぼったアイデ
ィア商品が，来客者に好評を得て，ほとんどの商品
が完売となった。中には，生徒達のアイディア商品
が店の新商品となるものもあり，地域の活性化に一
役買ったのではないかと考える。この地域活性化の
取り組みを通して，行動力や企画力，問題解決能力
が養われたと考えている。
⑤「オープンスクール24」（学習支援体制の確立）
　来年度からの実施にあたり，情報提供する内容に
ついて検討を行い，マュアルを作成した。登録の申

し込みをした生徒および保護者に対してマニュアル
を配布することにしている。
　インターネットを利用し，生徒への学習支援を行

オリジナル商品
義経と弁慶「なめてみまっし」

「小商フェスティバル」
吹奏楽部と保育園児との合奏
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うとともに，生徒及び保護者に対して，ダイレクト
に情報を提供する。平成 16年度はシステムの構想
を計画し，運用面での問題点を洗い出し，情報の提
供内容とその方法について検討を行った。平成 17
年度は，一部の生徒を対象に試行中である。

⑥「シラバス」の作成
　平成 15年度より学年進行でシラバスの作成を行
い，入学式やキャリアガイダンス，LTなどで説明
を行い，有効活用している。生徒が授業内容や学習
進度について確認できる「生徒用シラバス」の他，
「教師用シラバス」の作成も行った。
　シラバスの章末には，年間検定試験日一覧や三年
間の系統だった学習内容を提示し，自らが学習目標
を設定しやすいよう配慮した。その結果，授業の中
で取り組む検定試験だけではなく，漢字検定や実用
英語検定など，様々な資格試験に積極的にチャレン
ジする生徒が増加した。

⑦「キャリアガイダンス」（総合的な学習の時間）
　従来の教師主導の「進路指導」から生徒が自ら学
ぶ「進路学習」への転換を図り，自身の在り方・生
き方を視野に入れた望ましい勤労観・職業観の育成
を目指して取り組んだ。
　外部講師による講話や三年生の先輩達による就職
や進学についての合格体験談（「先輩達に学ぶ」）な
どに加え，「進路ノート」の活用や日本語能力検定の
受検など，生涯教育をも視野に入れた授業を展開す
ることで，三年間を見据えた上での体系的な進路学
習を行い，一年の段階から将来を考える機会を与え
ることができた。これは生徒自身が目的・目標を持
って学校生活を送るための一助にもなったと思われる。

４．今後に向けた取り組み

　本校は，商業の専門高校として，上級資格の取
得・部活動の奨励・挨拶マナーの励行を三本柱とし，
社会に役立つ人づくりを目指している。
　この三本柱に加え，21世紀に輝く商業高校を目
指して，新たな四本目の柱として，「地域との連携
（起業家精神の育成）」を挙げている。この地域連携

を四本目の柱とした理由は以下の通りである。
（1）生徒の企画力や行動力を試す場として，校内よ
りもより緊張感と責任感を持って取り組め，社会
性の育成に効果的である。

（2）生徒の企画や実践が，地域の活性化につながり，
地域に貢献できる可能性がある。

（3）ほとんどの生徒が地元の企業に就職する本校生
徒にとって，地域を知り，地域を学習の場とする
ことは，進路学習の面からも大きなメリットがある。

（4）本校の教育活動を地域へPRするよい機会となる。

　本校は，商業の専門高校として地域に貢献できる
人材の育成を目指して，地域とのつながりを密にし
てきた。県内に先駆けてインターンシップを導入す
るなど，地域社会に目を向けた教育活動を展開し，
昨年度はさらに発展させるため，全校生徒が地元商
店街に出向いて，販売活動やイベントを行う「小商
フェスティバル」を実施した。
　今年度は，昨年度の取り組みをより発展させるた
めに，お客様を楽しませるための，明るく元気のあ
るイベントを数多く盛り込む予定である。また，
「ふるさと“小松”検定」の作成と実施を通して，
ふるさとの魅力を高校生の視点で調査し，再発見，
再認識し，地域社会あるいは全国に向けて情報発信
できればと考えている。
　このように，大きな未知の企画にチャレンジする
ことは，生徒の起業家精神の育成につながるととも
に，また，地域社会の中での全校生徒の在り方・生
き方を考えさせるきっかけにもなると判断でき，今
後も一層取り組みの充実を図って行きたい。
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